
つながりは "しなやか" に
saveMLAKのこれまでと、いまここと、これから

Library of the Year 2020 ライブラリアンシップ賞

saveMLAK COVID-19 libdataチーム

小嶋智美（Independent Librarian）

2020/11/05 Library of the Year 2020 ライブラリアンシップ賞 1



saveMLAKとは

https://savemlak.jp/

•博物館・美術館（M）、図書館（L）、文書館（A）、公民館（K）
（M＋L＋A＋K＝MLAK）の被災・救援情報サイト

₋2011年3月に活動開始、2012年にLoY優秀賞を授受

₋2020年4月からcovid-19-surveyのプロジェクトを開始

2021年に10周年を迎えます

2020/11/05 Library of the Year 2020 ライブラリアンシップ賞 2

https://savemlak.jp/


saveMLAKの特色は、
有事の際に迅速かつ柔軟に対応できる、
普段からの備えがあることです。
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森いづみさん・子安伸枝さん
saveMLAKとCOVID-19：しなやかに動き続けるプロジェクト.

専門図書館. 301・302合併号. 2020.10.

活動を続けてくださったみなさまに感謝申し上げます



何かやってみたい、そう思い起つとき
saveMLAKのサイトをぜひ訪れていただきたい。
現状を掴み、不断の知の共有と更新が
「しなやかに」行なわれる公共の場がある。
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呉服淳二郎さん
新型コロナウイルス感染症に「図書館」はどうしなやかに対応したか.

月刊社会教育. 2020年11月号. p.45



活動の基本

•いつでもだれでも
₋志ひとつ、身ひとつで

•できることをできるだけ
₋自分の得意や都合に合わせて

•決めないことを決める
₋臨機応変、ゆるやかにしなやかに
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Slackスタンプ作成：三浦なつみさん



covid-19-survey 2020年4月から継続中

https://savemlak.jp/wiki/covid-19-survey

公共図書館を対象とした開閉館状況の悉皆調査
ベストプラクティスの情報収集と記録も実施

調査データはすべて CC0 で公開

途中から豪雨など他の災害関連も含めて調査
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https://savemlak.jp/wiki/covid-19-survey


状況が変わるにつれ，COVID-19が
風化するかのように情報が消えていった。
「現在（いま）」をアーカイブすることは
「現在（いま）」しかできない。
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saveMLAK COVID-19libdataチーム
カレントウェアネス-E. 383号 E2283. 2020.07. 

https://current.ndl.go.jp/e2283

https://current.ndl.go.jp/e2283


全く他分野の事で慣れない作業でしたが
司書たちの「いまここ」を残すための作業に
直に参加したことは、とても貴重な体験でした。
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大武陽一さん（医師、youtuber)



調査がつなげた議論と発信

•メディアによるデータの活用※

朝日新聞、読売新聞、河北新報、
東京新聞、中国新聞、下野新聞、
産経新聞、上毛新聞、山陽新聞、
西日本新聞、宮崎日日新聞、
信濃毎日新聞、熊本日日新聞、
京都新聞、佐賀新聞、四国新聞、
長崎新聞、ＮＨＫニュース
※対象DB：G-Search（全データ、本文情報含む）
検索語：“saveMLAK”
対象期間：2019年11月4日～2020年11月3日
記事ヒット数：19件、読売新聞のみ2件ヒット
（他、”saveMLAK”の明記が無い引用記事も多数あり）

•調査のひろがり
₋国立大学図書館調査との協働

₋調査対象に専門図書館を追加

•参加者・賛同者による発信
₋図書館や社会教育の専門誌

₋Code4Lib JAPAN

₋地理情報システム学会

₋人工知能学会

₋ブログ・SNS など
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私たちの知的インフラを充実させていくために、
情報・知識やMLAK機関の利用者・提供者・生産者が
一体となって議論し行動していきましょう。
充実した知的インフラを創りあげていくことは、
さまざまな災害に対する私たちの社会の
「しなやかな強さ」（レジリエンス）となってくるはずです。
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saveMLAK
「災害への『しなやかな強さ』を持つMLAK機関をつくる」

https://savemlak.jp/wiki/CallForResilience

https://savemlak.jp/wiki/CallForResilience


さいごに

•参加希望やお問い合わせはお気軽に
₋活動状況はウェブサイトにまとめられています

•寄付を募っています
₋ saveMLAKの活動は寄付に支えられています

•カーリル Happy Shop
₋第22回図書館総合展開催期間限定・送料無料
カーリル×saveMLAKコラボ手ぬぐい「きぼうの星」ほか

売上の全額がsaveMLAKへ寄付されます
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saveMLAKはこれからも
しなやかにつながり続けます
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あなたもいっしょにいかがですか？


